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楽しく作文を書くための学習環境のデザイン

森下雅子

１．授業の概要

「論理的な文章表現」の授業は，中級を対象とする「作文」と，上級を対象とする「レポート」

に分かれている。双方とも授業の 5 日前までにあらかじめ書いた原稿を提出させるが，教員はそ

の文章を直すことはしない。文法や表記の間違い，アカデミックな文章にはふさわしくないとこ

ろなどに，下線や波線，〇で囲むなどの記号を書き込んだり，コメントをつけたりすることだけ

にとどめておく。そして授業の際にクラスメートや日本語ボランティアとグループになり，その

原稿を基にディスカッションしながら，協働でより良い文章を作り上げていくという方法をとっ

ている。

作文の授業は一つの作文につき 2 回，レポートは「はじめに」（背景・問題提起・RQ・レポー

トの構成）→「本論」→「結論」の 3 回に分け，修正・推敲をおこなう。そして学期中に三つ（A4・

4 枚）の作文と，二つ（A4・5 枚）のレポートを仕上げる。学期末には自分の作品一つを選び，

作文 5 分，レポート 8 分で PPT などを使ってプレゼンテーションを行う。そして最後にすべての

作品を文集としてまとめる。一緒に書く作文やレポートのテーマ，文集のタイトル，表紙のデザ

インなどは，すべて学生達に案を出してもらって決めている。

２．授業の方法

なるべく多くの人とコミュニケーションができるように，同じグループになるクラスメートや

ボランティアは毎回変わる。まずは学習者二人が順番に作文を読み，話し合いながら自分たちの

力で修正する。ボランティアはそのやりとりを聞きながら，どのように指導したらよいか考えて

おき，学生の要望に応じてサポートを行う。文法などの間違いだけでなく，どのように書いたら

より内容の深い，面白い文章になるかを学習者と同じ目線でディスカッションし，みんなで学び

あえるように配慮する。

その際，ボランティアにはすぐに答えを教えたりせず，教員が書き込んだ記号やコメントにつ

いて本人に考えさせたり，「ここはどうしたらいいと思う？」「ここではどんなことを言いたい

の？」などといった質問をしたりして，できるだけ学習者の思考を促し，考えを引き出してもら

うようお願いしている。一通りの修正が終わったら，学習者は自分の書いたものを音読し，ボラ

ンティアに発音，イントネーションをチェックしてもらう。

３．授業の目的

なぜ上記のような授業をしているかというと，大きく三つの理由がある。第一に，教師が添削

してしまっては，学生自身の力として身につかないからである。第二に，クラスが大人数のため，

学習者一人一人がその作文やレポートでどのようなことを言いたいのか，どんなこだわりを持っ

ているのかなどを教員が把握することは非常に難しい。教員が勝手に直してしまっては，学習者

が大切にしている部分をつぶしてしまう可能性があるからである。第三に，自国では実際に日本



- 145-

人と触れ合う機会が少ないであろうから，多くのボランティアと触れ合うことにより，文章を書

くことにとどまらない学びのリソースを提供したいと考えたためである。

つまり，本授業では論理的で優れた文章を書けるようになるためのスキルを身につけさせるこ

とを目標としているわけだが，それと同じくらい誰かに説明したり，意見を言い合ったり，共に

考えたりしながら意味交渉をするプロセスを重要視しているのである。

４．評価の方法

本授業ではテストは行わず，以下の方法で成績を付けている。

①規定の数の作文・レポートとプレゼンテーションの質

②締め切りを守らないと，減点＆教員からのフィードバックなし

③出席・参加度（欠席－4 点，遅刻－2 点）

５．楽しく作文を書くための学習環境のデザイン

学期末のアンケートでは，「ボランティアがそれぞれ異なる興味を持ち，意見や助言も多種多様

であるため，非常に勉強になった」「辞書を使って探した言葉は，多くの場合，ボランティアに

直される。“辞書の日本語”から“日本人が使う日本語”へ書き直すプロセスが楽しかった。」とい

った記述が多く見られる。学習者は文章を書くこと，そして様々な相手とディスカッションをす

ることで，作文・レポートのルールや技術だけでなく，文法，語彙，表現，日本や自国の文化に

関する知識，会話などの能力を総合的に高めている。これらの相互交渉のプロセスこそが学ぶ意

欲の源泉である。学習者は知のネットワークにおける関係性の中で自らのアイデンティティを構

築しながら学んでいるのである。

また，テーマや文集のタイトルの決定など，学生の主体性を重んじることが，達成感などの動

機付けにつながる。そして授業でのルールや評価の基準を明確にすることにより，自己管理能力

を身につけさせることもできる。教員の仕事は学習のリソースとなるものを提供し，学びが起き

る仕掛けをつくることである。善意の細かいお膳立てが，かえって学習を阻害し，学びの機会を

奪ってしまうこともあるであろう。

楽しく作文を書くための学習環境を構築するためには，皆が自分のこだわりやアイデアを自由

に出せ，ボランティアを含め，生き生きと自己実現できる居場所づくりをすること，そしてまず

は教員自身が一番楽しむことが，肝要なのではないだろうか。


